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Details
 

オリジナル名刺なら、氏名、ブランド、次の連絡手段を印刷物にまとめられます。顧客との接点に合わせてレイアウトを選び、製造を承認する前に、用紙、仕上げ、データ、納品要件を確認
してください。

SEOタイトル：オリジナル名刺｜用紙・仕上げ・注文ガイド メタディスクリプション：ブランドに合わせてオリジナル名刺を計画しましょう。用紙、仕上げ、データ確認、納品要件を比
較し、仕様に基づく見積もりを依頼できます。

小規模事業者、独立した専門職、クリエイティブスタジオ、購買チームにとって、有用な名刺は具体的な場面から始まります。見込み顧客との面談、展示会での連絡先交換、訪問サービス後
の連絡先提供、新入社員の紹介などです。場面ごとに、情報、見せ方、発注時の優先事項のバランスは異なります。

不動産担当者には、見やすい電話番号と最新物件一覧への導線が必要かもしれません。写真家なら、画像を主役にした裏面を優先する場合があります。チームで発注する場合は、氏名や役職
が異なってもブランド表現の一貫性が必要です。小さな面にあらゆるメッセージを詰め込むのではなく、受け取った人に次に何をしてほしいかを決めましょう。

画面上の完成度が高いプレビューだけでは、すべての印刷判断はできません。連絡先が読みにくい、名刺の手触りが想定と違う、納品がイベントに間に合わないといった場合、会話を後押し
するどころか修正費用が発生しかねません。実務的には、デザイン承認、現物サンプル承認、納品確認を分けて進めることが有効です。



このページでは、カスタム商業印刷 → カスタムカード内の「カスタム印刷名刺」を取り上げます。以下の用紙と仕上げの例は購入時の参考情報であり、この製品で確定しているオプション
の一覧ではありません。利用可能な仕様、最小注文数量、価格、サンプルの手配、制作期間、単位重量は、製品ごとの見積もりが必要です。イラストは製品の見せ方を示すもので、工場での
実際の作業や試験済みのサンプルを示すものではありません。

名刺購入ガイドを見る

印刷名刺は何を果たすべきか？
読みやすさと実際の使用に合わせて寸法を選ぶ
目的に合う表面と裏面の選択肢は？
承認に向けてデータをどう準備するか？
サンプルと生産をどう計画するか？
見出し価格ではなく、完全な仕様を比較する
注文を受け入れる前に何を検査すべきか？
配送を保護し、再注文を簡単にする
これらの購買判断を重視する
要件書を明確な仕様の注文に変える

印刷名刺は何を果たすべきか？ ↑
印刷名刺は、選択した身元情報と連絡先情報を載せるコンパクトな自己紹介です。ウェブサイトの代わりや会社案内の再現が役割ではありません。受け取った人があなたを識別し、関係性を
理解し、再び連絡する実用的な手段を見つけられるようにするべきです。

情報の優先順位は、氏名または会社名、役割、希望する連絡手段を中心に組み立てます。ウェブサイト、事業所住所、専門的なソーシャルアカウントは、意図した用途に役立つ場合にのみ加
えてください。短いサービス説明は馴染みのない事業を説明できますが、長い一覧は本当に必要な情報と競合します。

印刷したQRコードで、名刺をオンラインプロフィール、ポートフォリオ、その他のリンク先につなげられます。そのリンク先を誰が管理し、誰が保守するかを明記してください。編集可能
なページへのリンクならページ内容の変更には対応できますが、名刺にすでに印刷された電話番号は修正できません。QRコードの印刷は、NFCハードウェア、ホスティング、分析機能、
サブスクリプションが含まれることを意味しません。



読みやすさと実際の使用に合わせて寸法を選ぶ ↑
米国で一般的な参考サイズは __NUM_a__インチ（__NUM_b__）です。この仕上がりサイズは MOOの公式サイズオプション[1]に掲載されています。これは市場上の参
考であり、本製品の確定した製造仕様ではありません。「標準」名刺だけを求めるのではなく、必要な仕上がり寸法を明確に指定してください。

仕上がり名刺とデータ用キャンバスを区別してください。塗り足しは背景データを断裁線の外側まで伸ばし、安全領域は重要な内容を断裁線から離します。実際の注文で承認されたテンプレー
トを使ってください。仕上がり寸法が同じという理由だけで、他社印刷の塗り足しや安全設定を流用してはいけません。

モニター上で拡大するだけでなく、想定する実寸でレイアウトを確認してください。最も長いメールアドレス、最小の連絡先行、ロゴの細部、文字と背景のコントラストを確認します。重要
な要素が読みにくい場合は、装飾を加える前にレイアウトを簡素化してください。細い罫線や断裁線に近い要素は、断裁確認で特に注意が必要です。

正方形、角丸、その他の提案形式では、想定する財布やカードホルダーを現物サンプルで試してください。収まりと収納枚数は、実寸、収納条件、サンプル検証に左右され、製品写真からは
判断できません。互換性を前提にせず、ホルダー要件があれば要件書に含めてください。

目的に合う表面と裏面の選択肢は？ ↑
仕上げ名を選ぶ前に、何を評価したいのかを定義してください。控えめな見た目、光沢のある画像面、質感、筆記可能な領域、装飾的なアクセントなどです。これらは別々の要件として扱い
ます。「プレミアム」「マット」「ソフトタッチ」は、仕入先が違えば同じ構造や性能を示すとは限りません。

業界比較の例として、 GotPrintが公開している用紙オプション[2] には、__NUM_c__ptの光沢紙・非塗工紙、__NUM_d__ptのマット紙、より厚い多層仕様がありま
す。これは、見積もりに用紙と表面処理の両方を明記すべき理由を示す例です。本製品での提供可否、同等の手触り、耐久性を保証するものではありません。

提案する方向性 評価したい目的 承認要件
マットな外観 文字中心のブランド表現に適した控えめな印象 実際の仕上げと印刷コントラストを確認する
グロスな外観 画像主体または反射感のある表現 想定する照明下での読みやすさを確認する
非塗工紙または質感紙 手触りのある表面、または手書きメモ用の余白 使用予定のペンを試し、細部を確認する
ソフトタッチ加工 特定の表面感 現物サンプルを承認し、必要な取扱試験を合意する
箔またはスポットUVのアクセント ロゴまたはデザイン要素を選択的に強調する データ分版、配置、費用、実現可能性を確認する

これらは見積もりとサンプル確認のための方向性であり、互いに置き換え可能なアップグレードではありません。マット面やソフトタッチ面が筆記可能、耐傷性がある、またはすべてのグラ



フィックに適するとは限りません。性能が重要な場合は、想定用途を定義し、提案構成での試験を依頼してください。

裏面は独立して選びましょう。白紙の裏面はメモに使え、印刷した裏面にはポートフォリオ画像、短いサービス案内、QRコードのリンク先を載せられます。片面印刷か両面印刷か、氏名や
裏面デザインが異なる場合に別バージョンとして扱われるかを確認してください。この紙製名刺には、バッジピン、クリップ、粘着裏面、磁気裏面、その他の取付部品は指定されていません。

承認に向けてデータをどう準備するか？ ↑
入稿前確認は、デザインデータを合意済みの印刷仕様につなげる確認工程です。仕入先が承認したテンプレートとデータ要件から始めてください。デザインが完成して見えても、裏面が誤っ
ている、連絡先が古い、背景が必要な塗り足し境界まで届いていない場合があります。

内容を確認する。 氏名、役職、電話番号、メールアドレス、ウェブサイトのリンク先、表記を、購入者承認済みの情報源と照合してください。1.
各面と各バージョンを識別する。 表面と裏面を明確に表示してください。チーム注文では、各データバージョンを対象者と数量に対応付けます。2.
寸法と配置を確認する。 仕上がり寸法、向き、塗り足し、安全領域、提案する角処理を、注文テンプレートと照合してください。3.
色の扱いを確認する。 合意済みのCMYKデータ作成要件に従い、現物確認が必要なブランドカラーを特定してください。画面プレビューを、印刷色の完全一致を示す証拠とし4.
て扱ってはいけません。
特殊加工を分ける。 箔またはスポットUVの要素を作成する前に、そのデータをどのように入稿すべきか確認してください。ビジュアルモックアップに表示されていても、生産5.
承認を意味しません。
デジタルのリンク先を確認する。 QRリンクを検証し、想定する印刷サイズでコードを確認してください。デザイン承認時には、現物サンプルでの読み取り確認を含めます。6.
名称付きの改訂版を承認する。 最終校正、書面承認、関連仕様をまとめて保管し、以前のデータがリリース済みデータと混同されないようにしてください。7.

デジタル校正は、内容と配置の確認に役立ちます。ただし、用紙の手触り、仕上げの挙動、測定された色許容差を確定するものではありません。ブランドカラーが重要なら、生産前に現物基
準と受入方法を合意してください。本製品について工場の色測定値や許容差は提供されていません。

サンプルは、定義された不確実性を解消するためのものです。文字情報が多い名刺では最小文字の読みやすさを優先し、濃色デザインでは印刷背景と縁を確認します。QRコード主体のレイ
アウトでは、印刷コードとリンク先を確認してください。一般的な承認を、あらゆる性能主張の証拠として扱うのではなく、何を評価したか記録しましょう。



サンプルと生産をどう計画するか？ ↑
仕様確認、データ入稿前確認、サンプル判断、最終承認、生産、検査、出荷という書面化した順序を用いてください。これは推奨する購買フローであり、特定の設備、印刷方式、検査サービ
スがすでに含まれるという主張ではありません。各段階を誰が担当するかは、見積もりで定めるべきです。

サンプルが何を表すかを明確にしてください。既存在庫のサンプルは用紙選択の比較には役立ちますが、あなたのデータを示すとは限りません。あなたのデザインを載せたサンプルはレイア
ウト確認により適していますが、最終生産方式との関係はなお確認が必要です。サンプルで判断できる事項と未確定の事項を確認してください。

イベント向けの注文では、必要な到着日と出荷日を区別してください。生産期間がいつ始まるか、校正承認が日程条件か、改訂が日程にどう影響するか、提案された仕上げで時間が追加され
るかを確認します。輸送期間は別途確認してください。速達配送の選択肢だけでは、短納期生産が成立するわけではありません。

複数の社員または拠点向けには、見積依頼にバージョン一覧を含めてください。数量が個人ごと、データごと、または合算注文全体で評価されるのかを明確にします。梱包時に各バージョン
をどう識別するかも確認してください。これらの詳細により、混在デザイン価格や統合最小数量が利用可能だと仮定せずに、依頼範囲を明確にできます。



見出し価格ではなく、完全な仕様を比較する ↑
有効な比較とは、同じ要件に対する見積もり同士の比較です。片面の基本名刺、両面コート名刺、特殊仕上げ名刺は別の購入品です。総額を比較する前に、仕上がりサイズ、用紙、印刷面、
バージョン、仕上げ、サンプル範囲、梱包、配送先をそろえてください。

購入アプローチ 検討する場面 主なトレードオフ 確認事項
シンプルで文字中心の仕様 通常の自己紹介や幅広く配布する名刺 装飾の選択肢が少ない 判読性、実際の用紙の手触り、納品まで含む総費用
質感または特殊仕上げの仕様 現物サンプルが重要なブランド表現 追加のデータ作成とサンプル判断 仕上げの実現可能性、配置、サンプル費用、日程
両面ポートフォリオまたはQRコード
のレイアウト

クリエイティブ作品、サービス情報、オンラ
インでのフォローアップ より多くの内容・リンク先確認 裏面データ、読み取り性能、リンクの所有者

地域の短納期印刷への問い合わせ 直近のイベント要件 利用可能な在庫と仕上げがデザインを制限す
る場合がある

実際に受け取り可能かどうかと、承認済みデータの締
切

小規模な初回トライアル 新しいデザインまたは不確かな材料選択 トライアルにより購買段階が別途追加される トライアルの可否、最小数量、再生産への関連性

どのアプローチも自動的に最安または最良になるわけではありません。初期合計額が低くても別仕様を示していることがあり、主に手書きの予定記入に使う名刺では、凝った仕上げの価値が
ほとんどない場合もあります。仕入先を比較する前に、構成を意図した用途と照らし合わせてください。

名刺、必要に応じたデータ作成支援、サンプル、特殊加工、梱包、配送、適用される料金を含む明細見積もりを依頼してください。見積日と有効期間を記録します。除外されている料金や未
解決の料金は、表示された印刷価格を最終費用として扱わず、見える状態に保ってください。

環境配慮の調達が購買要件である場合は、提案用紙と注文に紐づく証拠を求めてください。 MOOのFSC情報[3] は仕入先固有の開示例であり、本製品の認証証拠ではありません。再生
材含有率、認証状況、使用後の処理に関する主張は、ここでは未確認です。関連する証拠なしに、完成した名刺をリサイクル可能または生分解性と説明してはいけません。

注文を受け入れる前に何を検査すべきか？ ↑
注文をリリースする前に、受入要件を合意してください。有用な検査では、納品された名刺を承認済みデータ、指定仕様、関連する現物基準と比較します。すべての問題を「品質不良」にま
とめるのではなく、内容の誤りと仕上げ上の懸念、生産不良と配送損傷を区別すべきです。



検査項目 実務上の確認 保管する記録
内容とバージョン 氏名、詳細、表面、裏面を承認済みデータと照合する データ改訂版と差異の写真
断裁と位置合わせ 中央揃え、想定外の白い縁、角、目視できる断裁不良を確認する 表面、裏面、縁が明瞭な写真
色と表面 提供されている場合は、合意済みの現物基準と比較する 基準の識別情報と差異の説明
用紙と取扱い 指定用紙を確認し、折れ、層間剥離、表面損傷を検査する サンプル識別情報と合意済み試験の観察結果
QR機能 印刷されたコードを読み取り、意図したリンク先を確認する 使用端末、観察結果、リンク先
注文の完全性 数量とバージョン別配分を注文内容と照合する 梱包明細書、および不足または取り違えの記録

これは提案する受入チェックリストであり、完了済みの検査報告書ではありません。サンプリング範囲、数値許容差、耐久試験条件、合格基準は注文ごとに合意する必要があります。写真は
目視できる問題を記録できますが、必要な場合に測定や現物評価の代わりにはなりません。

支払い前に、不具合の報告、証拠の提出、救済の依頼に関する手順を明確にしてください。承認済み校正、見積書、やり取り、梱包写真、影響を受けたサンプルを保管しておきます。再印刷、
返金、輸送損害の条件は仕入先との書面合意に従うべきであり、本ページでは特定の救済を約束していません。

配送を保護し、再注文を簡単にする ↑
提案された梱包が輸送中に縁と印刷面をどう保護するか確認してください。氏名が混在する注文では、識別可能なグループと、承認済みバージョン一覧に沿った梱包明細書を指定します。個
別箱、特定の保護材、1パック当たりの標準枚数を前提にせず、提案された梱包方法を確認してください。

パッケージへの収まりと梱包数量は、物理寸法、積載条件、サンプル検証に依存します。本製品の単位重量と梱包後の出荷重量は利用できません。運賃がこれらの値に依存する場合は、輸送
見積もりを承認する前に、関連する測定値と梱包詳細を依頼してください。

再注文では、承認済みデータ改訂版、用紙説明、仕上げ、寸法、利用可能な場合は現物基準を保管してください。再注文前に、すべての連絡先情報とQRコードのリンク先を再確認します。
仕入先が用紙または仕上げの代替を提案した場合は、以前の結果が引き継がれると考えず、新たな承認判断として扱ってください。



これらの購買判断を重視する ↑
受け取る人の次の行動から始める。 連絡先、裏面内容、QRコードのリンク先は、具体的な用途に合わせて選びます。
デザイン承認と現物承認を分ける。 校正、用紙の手触り、印刷の見た目、取扱確認は、それぞれ異なる問いに答えます。
条件をそろえた見積もりを比較する。 価格を判断する前に、仕様、バージョン、サンプル、梱包、輸送をそろえてください。
未検証の主張を注文要件書に入れない。 認証、再生材含有率、耐久性、生産期間、利用可能な選択肢には、製品別の証拠が必要です。
生産前に受入条件を定義する。 承認済み基準、検査要件、書面による解決条件を記録してください。

要件書を明確な仕様の注文に変える ↑
オリジナル名刺の最も確かな出発点は、焦点を絞った要件書です。誰が使うのか、受け取る人に何を見せる必要があるのか、どの物理的な詳細を承認すべきかを定めます。これにより、用紙、
仕上げ、配送を推測ではなく明示的な購買判断に変えられます。

デザインデータ、想定数量、希望のサイズと仕上げ、納品先、必要な到着日を添えて、仕様に基づいた見積もりをご依頼ください。

[1]米国の仕上がりサイズ参考：MOO Original Business Cardsは標準仕上がり形式を掲載しています。業界のサイズ例としてのみ、2026年9月__NUM_f__
日に参照しました。本製品の製造仕様を確定するものではありません。 ↩

[2]用紙と表面の比較：GotPrintの公式製品ページは、用紙厚と表面オプションを掲載しています。仕様差の例示としてのみ、2026年9月__NUM_h__日に参照しました。本
製品の提供可否や試験済み性能を示すものではありません。 ↩

[3]仕入先固有のFSC開示：MOOの公式FSCページは、自社の認証と調達方針を説明しています。2026年9月__NUM_j__日に参照しました。本製品へ認証または環境性能
に関する主張を移転するものではありません。 ↩
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